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自分も大切、相手も大切  ～２学期のはじまりに 
校長  長谷部 宏行 

長い夏休みが終わり、学校に生徒たちの元気な声が戻ってきました。２学期の

始まりを迎えられたことをうれしく思います。 

この夏休み中、熊本県では大きな地震が発生し、千葉県では記録的な豪雨によ

る被害がありました。そして、２学期始業式当日の朝には、石川県と富山県で記録

的な大雨となり、レベル５大雨特別警報が発表されました。災害は決して特別な場

所だけで起こるものではなく、私たちの日常のすぐ近くにあることを改めて考えさ

せられます。被災された皆様に心よりお見舞い申し上げるとともに、一日も早い復

旧・復興を願っています。 

災害は、いつ、どこで起こるか分かりません。だからこそ、自分の命を守る備えとともに、困っている人に声を

掛けたり、不安な人に寄り添ったりする支え合いの姿勢も大切です。 

１学期終業式では、生徒たちに「安全」と「安心」について話しました。「安全」は自分の命を守ること、「安心」は周

りの人が安心して過ごせるようにすることです。自分の言葉や行動が相手にどのように受け止められるかを考え、

一人ひとりの思いやりや行動が学校や地域の安心につながることを伝えました。  

２学期始業式では、その続きとして「SOS の受け止め方」について話しました。昨年度は、自分が苦しいときや

困ったときには、一人で抱え込まずに SOS を出すことの大切さを伝えました。今年度は、友達から悩みや不安

を打ち明けられたとき、どのように受け止めるかについて話しました。 

大切なのは、まず相手の話に耳を傾けることです。そして、中学生だけで問題を解決しようとするのではなく、

必要に応じて信頼できる大人につなぐことです。それは秘密を裏切ることではなく、相手を守るための行動です。

また、相談を受けた側も一人で抱え込まず、自分自身を大切にすることが必要です。相手を思いやることと自分

を大切にすることの両方が、支え合いにつながります。  

９月１０日から１６日までは自殺予防週間です。夏休み明けは、生活リズムの変化や人間関係への不安などから、

心の負担が大きくなりやすい時期でもあります。悩みや不安を抱えたときには、一人で抱え込まずに相談するこ

と、そして周囲の小さな変化に気づき、声を掛けたり話を聞いたりすることのできる温かな関係を築いていくこと

が大切です。 

本校では、「自分も大切、相手も大切」を合言葉に、生徒一人ひとりの尊厳と人権を守り、安心して過ごせる学

校づくりを進めてまいります。２学期も保護者・地域の皆様のご理解とご協力をよろしくお願いいたします。 

 

【横浜市立高田中学校 学校教育目標】 

 

ストリートスマートの育成 

～学ぶことを通して、自ら課題を形成し、その課題を自ら解決し 

２１世紀を生き抜く力をもった人を育てる～ 

 



【大規模地震（震度５強以上）が発生した場合の対応について】 
 ８月 23 日午前 2 時頃、茨城県南部を震源とするマグニチュード 5．9 と推測される地震が発生しま

した。茨城県、埼玉県、千葉県、東京都で震度5弱、横浜市港北区は震度４を観測しました。 

 改めて、大規模地震が発生した場合の対応について、お知らせいたします。 

大規模地震（「市域のいずれかで、震度５強以上の地震が観測されたとき」）発生の際は、直ちに授業

を打ち切り、次のとおりの対応をとります。 

本校にご提出いただいている「生徒引き渡し確認カード」に記載されている「引き取り者」が学校に引き

取りに来るまで学校で預かる（留め置く）こととする。 

自校の区（港北区）や地域が震度５強以上の地震でない場合でも、横浜市内のどこか１地点でも震度

５強が観測されれば、全校で大規模地震が発生した場合の対応を行います。市域のいずれの場所で

も震度５弱以下の地震であった場合の対応については、状況を見て学校が判断します。ただし、学校

周辺の鉄道等の運行状況や、学校及び周辺の地域が停電となっていて、生徒を安全に帰宅させられな

いと判断される場合等は、大規模地震発生時と同様の対応を行います。 

学校で預かる（留め置く）際は、事前に保護者の皆様へ「すぐーる」や学校ホームページ等でお知らせ

いたします。 

また、横浜市内で震度５強以上の地震が１か所でも発生した場合、原則として当日および翌日は休

校となります。ただし、被害が少ないなど状況によっては、学校長の判断で教育活動の継続が可能とな

っています。決定した内容については「すぐーる」や学校ホームページでお知らせいたします。地震の

影響で音声通話や電子メール不通となる場合もあります。その場合でも web 閲覧は可能であること

が多いと言われています。学校ホームページも確認できるようご準備ください。 

高田中学校  https://www.edu.city.yokohama.lg.jp/school/jhs/takata/ 

 

【風水害時における学校の対応について】 
年度初めに気象に関する「警報・予報・情報」が発表されている場合の措置について、お知らせして

いますが、この度、事前予報のある気象（台風等）における休業（休校）の判断について、これまでの対

応に「前日時点での判断」が加わりました。ご確認をお願いします。 

前日 ・レベル４大雨危険警報の発表が予測される、または発表された場合には、午後４時を目途

に、教育委員会事務局が一斉休業を判断し、各学校へ休業の連絡 

・レベル４大雨危険警報の発表が予測されない場合でも、危険が見込まれる時は、午後４時

を目途に教育委員会事務局が一斉休業を判断し、各学校へ休業の連絡 

当日 ・午前６時時点でレベル４大雨危険警報が発表中であれば、休業（統一基準） 

・レベル４危険警報（大雨や土砂災害など）が発表されていない場合でも、各学校や地域の

状況に応じて、学校長が適切な措置を講じる。 

・登校後に「レベル４以上の警報（危険警報・特別警報）」が発表された場合、学校長は天候

や登校状況等を踏まえ、「留め置き」や「引き取り」、「下校時間の変更」など適切に判断し、

必要な措置を講じる。（ご家庭には「すぐーる」でお知らせします。） 

・教育委員会が一斉休業を判断した場合も、保護者への連絡は学校から「すぐーる」でお知らせします。 

・臨時休業（休校）とならない場合でも、地域の状況で危険と思われる時は、生徒の安全を第一に考え、

登校を見合わせる等、各ご家庭でご判断くださいますようお願いします。 

・レベル４大雨危険警報以外のレベル４危険警報（土砂災害・氾濫・高潮等）については、地域の状況等

に応じて、学校が適切な措置を講じます。 

https://www.edu.city.yokohama.lg.jp/school/jhs/takata/


【２年 未来の語り場プロジェクト】７月１４日（火） 
7 月 14日（火）の 6校時、2学年3クラスを対象に、富士通株式会社様の協力による未来の語り場

プロジェクトの第 1回目が実施されました。 

 全 3 回におよぶ活動の初回となる今回のテーマは「自分を知ろう」です。生徒たちは過去の経験を振

り返り、自身の価値観を探る活動に取り組みました。  

 具体的な活動として価値観の共有を行いました。3人グループを作り、

それぞれ発表者、インタビュアー、そして 2 人のやり取りから、よい部分

をメモして贈る言葉のギフト役に分かれて対話を行いました。 

 インタビュー活動では、仲間からの問いかけや言葉のギフトが刺激と

なり、自分一人では気づけなかった内面や価値観をより深く掘り下げて

考えるよいきっかけとなりました。 

 最後に次回に向けた宿題として、高校生以上にインタビューを行う課

題が出されました。当日の活動をまとめたものを学年フロアに掲示して

おります。機会がありましたらご覧ください。(２学年主任) 

 

【高田地域ケアプラザ納涼祭 ボランティア活動】 
７月２０日（月）～７月２５日（土） 

 7 月 20 日（月）～7 月 25 日（土）にかけて、高田地域ケアプラザにて納涼祭が開催されました。

この納涼祭では、本校より３名の生徒がボランティアとして参加し射的や魚釣りゲームなど、様々なレ

クリエーションの運営にあたりました。生徒たちが利用者と関わることで、利用者も孫世代にあたるだ

ろう中学生と時間を過ごすことで自然と笑顔になっていき、

また生徒たちも緊張しながらも日頃の生活ではできない経

験を楽しんでいました。生徒たちに、このような貴重な経験

の場を提供していただいた高田地域ケアプラザの皆様に感

謝しつつ、これからも中学生が地域社会で活躍できる機会

があるとよいと思いました。（生徒指導専任） 

 

【全中（全日本中学校陸上競技選手権大会）に出場して】 

８月２２日（土） 維新みらいふスタジアム（山口） 
 この度、全日本中学校陸上競技選手権大会の男子１５００メートルに出場してきました。 

 全国大会の本番では、目標であった決勝進出には届かず、悔しい結果となりました。しかし、高田中

学校、そして神奈川県の代表として全国大会という大舞台に立って全力を出し切った経験は自分にと

って大きな財産になりました。また、日本の中学生のトップランナーの走りを肌で感じ、自分自身ももっ

と速くなりたいと強く思いました。 

 これまで熱心にご指導くださった先生方、共に汗を流した仲間、そして支え続けてくれた家族のおか

げで最高の舞台に立つことができました。心から感謝しています。この悔しさを忘れずに、今後ももっ

と成長したいと思います。応援ありがとうございました。（陸上競技部 三年） 

 

  



 

 

 

 

 

「放課後学び場」９月・１０月の予定 

高田中学校図書館（第１・３・５火曜） 9/1、9/15、9/29、10/6、10/20 

※高田地域ケアプラザ（第２・４火曜）    9/8、10/13、10/27 

高田中学校図書館（テスト前）     9/8、9/9 

※高田地域ケアプラザでの参加を希望する方は、事前に高田中学校に申込書をご提出ください。 

（高田中図書館のみの参加の場合は不要です） 


